
「もっと現場を知る!職員短期派遣研修」に参加して 

地域政策課しまね暮らし推進室 主事 本栁優里 

 

 

●●●●● ＜研修先＞ ＮＰＯ法人 出雲スポーツ振興２１●●●●● 

キャッチフレーズ：「まちづくり・ひとづくり・ネットワークづくり」 

○生涯にわたった、スポーツによる地域づくり 

○目標：３S→Smil・Speed・Skill 

＜業務内容＞ 

・公共施設の管理運営 

・スポーツ振興団体の事務局 

・スポーツ文化活動の支援、協力 ＋ 自主事業の展開  等 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

 

○○○○○研修時期○○○○○ 

平成２３年９月～１２月 全１０日間 

 

 

○○○○○主な研修内容○○○○○ 

●「出雲駅伝」「出雲小学生駅伝」会場設営等 

 １０月５日～１０日にわたり、式典会場の設営解体や、リハーサルの補助、中継地点の

点検、受付、ゴールテープ持ち、垂れ幕設置等、様々な作業をお手伝いさせていただきま

した。 

●「PPK」受付、体験等 

 PPK（ぴんぴんころり：高齢者の健康維持運動）の集会所コースのお手伝い(＋参加)をさ

せていただきました。 

●「駅伝カーニバル」広報補助等 

 １１月１３日に行われた、地区対抗駅伝カーニバルにて、会場設営や、広報車に同乗し

ての広報の補助をさせていただきました。 

●「和田毅杯 表彰式・交流会」受付業務等 

 １２月４日に行われた、地元野球チームのトーナメント戦で勝ち上がってきたチームの

表彰式、交流会(野球教室)にて、受付や、音響、設営補助等の業務をさせていただきました。 

 

  



○○○○○研修を終えての感想○○○○○ 

小学生から高齢者の方々まで、スポーツを通して交流を深めるイベントや、それぞれの年

代に見合った事業が企画されていて、スポーツを通した地域づくりが実践されていると実

感することが出来た。 

小学生のパワフルさや、高齢者の方々の強靭さに圧倒されたりしながら、私も交流の輪に

混ぜてもらうことができ、貴重な体験をさせていただくことが出来た。 

市役所の方々とも、一緒に肉体労働をしたり、イベントに参加したりと、普段とは大分違

う形で交流することができたことも嬉しかった。 

 

様々な作業するにあたり、椅子や仕切りを運ぶ作業等、反省を活かして年々工夫されてお

り（キャスター付きの運ぶ台等、手作りされていた）、今年は同じ作業を短時間で終わらせ

ることが出来たとのこと。これも、長年経験してこられた方の知恵あってこそであり、数

年サイクルでは難しいな、と感じた。（今の仕事は、地元の方や市役所の方々とやりとりを

することが多く、知識もだが、お互いの信頼関係が特に重要となってくるので、数年で担

当を離れてしまうことに寂しさや不便さを感じていたところだったので余計に。） 

民間とも連携して作業することが多かったが、お互い知った顔同士ということもあり、段

取り良く作業が進んで驚く一面もあった。（昨年と相手方の担当者が違ったりすると、確認

を入念にしてフォローしておいたりしていた） 

 

全体を通して、２１の方々が明るく親切に迎えてくださったので、研修は毎回楽しく、出

雲の食についてもいろいろと教えてもらう機会が多かった。研修が１０日間しかできない

のが寂しいくらいです。 

今年は、出雲ドームが成人式を迎え、様々なイベントも企画されているとのこと。今後と

も力になっていければと思います。 

 


